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八
代
和
歌
抄
切
の
検
討
と
解
釈

―
中
世
散
逸
私
撰
集
の

一
考
察
―

は
じ
め
に

「和
歌
口
伝
（「）に
、

真
観
東
に
侍
り
し
始
に
あ
つ
め
た
る
歌
刊
州
翻
爾
創
∃
到
却
例
調

ｄ
千
載
集
中
、
中
書
王
御
上
洛
之
後
、
追
披
露
之
経
を
五
落
也
と

て
、
孝
行
が
お
く
り
て
侍
り
し
、
（後
略
）

と
記
さ
れ
て
い
る

「八
代
抄
」
は
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
中
世

帥
鈍
嘲
囃
麟
い

ヽ一」
嘔
耐
馨
聴
ぽ
維
』
畔
嘆
」
〔
鶴
麺
雌
臓

筆 っ
蠍
動
残

と
が
同

一
写
本
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
伝

光
厳
院
筆
六
条
切
、
伝
光
明
院
筆
天
龍
寺
切
の
一
連
の
断
簡
群
が

「人

代
和
歌
抄
」
と
い
う
名
の
撰
集
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
同
氏
は
、

「
八
代
和
歌
抄
』
の
成
立
を
断
簡
の
作
者
名
表
記
の
分
析
か
ら
、
文
永

二
年
十
月
五
日
～
同
三
年
十

一
月
二
十
七
日
に
第

一
次
成
立
、
文
永
十

年
二
月
十
四
日
～
同
十

一
年
正
月
二
十
六
日
の
間
に
補
訂
が
な
さ
れ
た

と
推
定
し
た
。
ま
た
、
撰
歌
範
囲
は
土
御
門
天
皇

（或
い
は
後
鳥
羽
天
皇
）

井

真
弓

か
ら
亀
山
天
皇
ま
で
の
人
代
の
在
位
期
間
内
で
あ
り
、
藤
原
光
俊

（真

観
）
が
撰
集
し
て
宗
尊
親
王
に
献
上
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

こ
の

「八
代
和
歌
抄
』
の
内
容
と
し
て
、
光
俊
自
ら
が
撰
集
し
た

「続

古
今
集
』
へ
の
不
満
や
御
子
左
家
、
特
に
為
家
へ
の
反
発
と
い
う
要
素

が
読
み
取
れ
る
と
し
て
い
る
。

Ｌ

麺
れ

純

話
配

罐

呻
湖

躊

稀

粍

群

が

デ

が
可
能
な
断
簡
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
断
簡
を
重
点

的
に
調
査
し
、
「八
代
和
歌
抄
」
の
内
実
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
新
た
に

取
り
扱
っ
た
断
簡
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

・
メ
ア
リ
＆
ジ
ャ
ク
ソ
ン

・
バ
ー
ク
財
団
蔵
手
鑑

「藻
鏡
』
１５

（伝
光
厳
院
筆
六
条
切
）

。
個
人
蔵
手
鑑

「兎
玉
集
』
（伝
光
厳
院
筆
六
条
切
）

・
長
谷
寺
豊
山
文
庫
蔵
手
鑑

（伝
光
厳
院
筆
六
条
切
）

・
久
曽
神
昇

「私
撰
集
残
簡
集
成
』
７２

（伝
光
厳
院
筆
六
条
切
）

ム
古
筆
学
大
成
Ｈ
』
狙

（伝
称
筆
者
未
詳
）

。
久
曽
神
昇

「私
撰
集
残
簡
集
成
』
５２
・
５３

（伝
光
明
院
筆
天
龍
寺
切
）



。
メ
ア
リ
＆
ジ
ャ
ク
ソ
ン

・
バ
ー
ク
財
団
蔵
手
鑑

『藻
鏡
』
Ｈ

（伝
後
伏
見
院
筆
）

ま
た
、
以
下
の
断
簡
は
未
見
で
あ
り
、
筆
跡
及
び
詞
書
、
詠
者
名
、
和

歌
の
表
記
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
小
林
氏
の
示
す
典
拠

一
覧
を
参
考
に

分
析
を
行

っ
た
。

・
第
２
回
趣
味
の
茶
掛
展
９

（伝
光
厳
院
筆
六
条
切
）

・
高
城
弘

一
氏
蔵
手
鑑

「翰
園
百
華
』
（伝
光
厳
院
筆
六
条
切
）

ム
第
５
回
大
丸
古
書
大
即
売
展
目
録
』
８。

（伝
光
厳
院
筆
六
条
切
）

但
し
、
同
氏
が
挙
げ
て
い
る
永
青
文
庫
蔵
手
鑑

『墨
叢
』
１３９

（伝
良
誉

筆
）
に
つ
い
て
は
、
筆
跡
及
び
書
式
の
面
で
六
条
切

一
群
と
は
顕
著
な

差
異
が
見
ら
れ
、
ま
た
断
簡
記
載
歌
の
詠
者
で
あ
る
葉
室
高
定
の
表
記

が

「按
察
使
高
定
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
定
が
按
察
使
と
な
っ
た
の

は

「公
卿
補
任
」
に
よ
れ
ば
建
治
三
年
で
あ
り
、
こ
れ
は

「八
代
和
歌

抄
』
の
撰
者
と
考
え
ら
れ
る
光
俊
の
没
後
で
あ
る
こ
と
、
及
び
他
の
断

簡
群
か
ら
推
定
さ
れ
る
成
立
年
代

（文
永
二
年
～
同
三
年
に
成
立
、
文
永
十

年
～
同
十
一
年
に
補
訂
）
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
条
切

と
は
異
な
る
歌
集
の
断
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
分
析
対
象
か
ら
外
す

こ
と
と
す
る
。
本
稿
で
扱
う
古
筆
切
の

一
覧
を
別
表

一
に
示
す
。

一　
成
立
年
代
の
推
定

「八
代
和
歌
抄
』
の
成
立
年
代
等
を
考
え
る
際
に
、
池
尾
氏
は
六
条

切
、
天
龍
寺
切
、
兵
庫
切
の
全
て
が
同
時
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
て
、

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
の
断
簡
群
の
成
立
年
代
は
ほ

ぼ
文
永
二
年
～
同
五
年
に
集
中
し
て
お
り
、
書
式
や
撰
歌
範
囲
も
類
似

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
」ゝ
れ
ら
を
同

一
視
す
る
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
切
の
筆
跡
に
は
明
確
な
差
異
が
あ
り
、
ま
た

切
ご
と
の
所
載
歌
が
異
な
る
部
立
に
属
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
一九
全
に
同
時
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
を
否
定
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
切
ご
と
に
個
別
に
分
析
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
結
果
を
総
合
し
て

「八
代
和
歌
抄
』
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
本
節
で
は
今
回
新
た
に
追
加
し
た
断
簡
を
含
め
て
各
切

ご
と
に
成
立
年
代
の
推
定
を
行
う
。
推
定
に
お
い
て
は
、
断
簡
中
の
詞

書
、
他
の
文
献
で
確
認
で
き
る
詠
歌
時
期
及
び
作
者
名
表
記
か
ら
成
立

上
限
を
推
定
し
、
同
じ
く
作
者
名
表
記
か
ら
下
限
を
推
定
す
る
。

ま
ず
、
六
条
切
の
考
察
を
行
う
。
六
条
切
に
つ
い
て
は
早
く
に
小
松

茂
美
氏
に
よ
っ
て
二
種
類
の
筆
跡
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
断
簡
は
そ
の
和
歌
の
内
容
か
ら
部
立
を
春

・
夏
部
と
秋

部
と
に
崚
別
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
六
条
切
を
六
条
切

（春
・夏
）
と
六

条
切

（秋
）
の
両
部
立
に
分
割
し
た
上
で
分
析
を
行
う
。
六
条
切
内
の

分
類
は
別
表

一
に
示
す
。

六
条
切

（秋
）
の
成
立
上
限
は
、
個
人
蔵
手
鑑

「も
し
の
関
』
三
首

目

（１７
‐３
）
の
詞
書
に

「文
永
二
年
九
月
十
三
夜
亀
山
殿
五
首
可
合
寄

に
山
紅
葉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
文
永
二
年
九
月
十
三
日
以
降
と
な
る
。

下
限
に
関
し
て
は
、
日
本
学
士
院
蔵
手
鑑

『群
鳥
跡
』
の
二
首
目

（１４
‐

―-56-―



２
）
の
詠
者
名
が

「権
大
納
言
顕
朝
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
顕
朝
が
大

納
言
を
辞
任
し
た
文
永
三
年
八
月
十
二
日
以
前
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
顕
朝
は
同
年
九
月
二
十
日
に
売
じ
て
お
り
、
こ
の
詠
者

名
表
記
が
論
号
表
記
で
あ
る
可
能
性
を
池
尾
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ

の
場
合
に
は
、
後
嵯
峨
院
詠
歌
を

「院
御
製
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と

よ
り
、
後
嵯
峨
院
が
出
家
す
る
文
永
五
年
十
月
五
日
が
六
条
切
（秋
）
の

成
立
下
限
と
な
る
。

但
し
、
六
条
切

（秋
）
の
中
に
は
、
日
本
学
士
院
蔵
手
鑑

『群
鳥
跡
』

の
三
首
目

（１４
‐
３
）
に

「徳
大
寺
入
道
前
太
政
大
臣
女
」
と
誼
号
表
記

と
考
え
ら
れ
る
詠
者
名
が
あ
り
、
こ
れ
を
徳
大
寺
入
道
前
太
政
大
臣
実

基
の
売
去
後
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
成
立
上
限
は
文
永
十
年
二
月
十
四

日
以
降
と
な
り
、
上
記

「権
大
納
言
顕
朝
」
や

「院
御
製
」
表
記
か
ら

導
か
れ
る
成
立
下
限
と
矛
盾
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
。
」ゝ
の
こ
と

に
関
し
て
、
池
尾
氏
は
西
園
寺
実
氏
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
の
表
記

で
あ
り
、
実
基
が
生
存
中
で
あ

っ
た

（す
な
わ
ち
、
実
基
が
出
家
し
た
文

杢ヽ

一年
九
月
十
五
日
以
降
の
成
立
を
示
す
）
可
能
性
を
提
示
し
な
が
ら
も
、

後
に
述
べ
る
天
龍
寺
切
に
お
け
る
中
納
言
典
侍
の
詠
歌
を
考
慮
し
た
上

で
、
文
永
十
年
以
降
の
第
二
次
成
立

（補
訂
）
を
提
案
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
」ゝ
れ
は
同
氏
も
認
め
る
通
り
便
宜
的
に
す
ぎ
る
解
釈
で

あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の

「徳
大
寺
入
道
前
太
政
大
臣
女
」
と
い
う
表
記

に
関
し
て
は
、
『万
代
和
歌
集
』
に
お
い
て
、
存
命
し
て
い
る
家
良

・基

家
の
こ
と
を

「衣
笠
前
内
大
臣
」
「九
条
前
内
大
臣
」
と
表
記
し
て
い
る

の
と
同
様
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
の
表
記
と
考
え
、
文
永
十
年
以
降
の

第
二
次
成
立
は
考
え
な
い
こ
と
と
す
る
。
但
し
、
仮
に
池
尾
氏
の
提
案

す
る
よ
う
な
二
次
的
成
立
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
稿
の
内
容
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。

六
条
切

（春
・夏
）
の
成
立
上
限
は
、
高
城
弘

一
氏
蔵
手
鑑

「翰
園
百

華
』
三
首
目

（３０
，
３
）
の
詠
歌
が

「続
古
今
集
」
に
入
集
し
て
お
り
、

そ
の
詞
書
に

「文
永
四
年
内
裏
詩
歌
合
に
、
春
日
望
山
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
文
永
四
年
と
な
り
、
さ
ら
に
詠
歌
の
内
容
か
ら
、
恐
ら
く
春
頃
以

降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
下
限
に
関
し
て
は
二
首
の
後
嵯
峨
院
詠
歌

（２８
‐
１
）
（３２
‐
２
）
が

「院
御
製
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後

嵯
峨
院
の
出
家
以
前
、
す
な
わ
ち
文
永
五
年
十
月
五
日
以
前
と
な
る
。

兵
庫
切
は
、
雑
部

・
神
祇
部
の
内
容
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
成
立
年

代
は
出
光
美
術
館
蔵
手
鑑

「見
ぬ
世
の
友
』
三
首
目

（４３
‐
３
）、
及
び

五
島
美
術
館
蔵
大
手
鑑

『筆
陣
豪
戦
』
二
首
目

（“
‐２
）
の
詠
者
名
表

記

「関
自
前
左
大
臣
」
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
の
詠
歌

は

『続
古
今
集
」
に
入
集
し
て
お
り
、
そ
の
詠
者
名
で
あ
る

「関
自
前

左
大
臣
」
は

一
条
実
経
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
兵
庫
切
は
、
実
経
が
関
白
に
任
じ
ら
れ
た
文
永
二
年

四
月
八
日
か
ら
、
関
白
を
辞
し
た
文
永
四
年
十
二
月
九
日
ま
で
の
間
に

成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
龍
寺
切
は
冬
の
部
立
の
内
容
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
成
立
下
限

―-57-―



は
、
出
光
美
術
館
蔵
手
鑑

「見
ぬ
世
の
友
」
の
二
首
目

（３７
‐
２
）
の
詠

者

コ
剛
権
僧
正
澄
覚
」
表
記
か
ら
、
池
尾
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
澄

覚
が
大
僧
正
に
任
じ
ら
れ
る
文
永
三
年
十

一
月
二
十
七
日
以
前
の
成
立

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
成
立
上
限
に
つ
い
て
は
、
個

人
蔵
手
鑑

η
古
筆
学
大
成
」
％
‐
鯛
）
の
二
首
目

（３９
‐
２
）
の
中
納
言
典

侍

（光
俊
女
親
子
）
の
詞
書

（詠
歌
な
し
）
が
問
題
と
な
る
。
詞
書
に
は
、

「春
日
社
寄
合
に
氷
を
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
池
尾
氏
は
文
永
六
年
に
光

俊
が
勧
請
し
た

「春
日
社
五
首
歌
合
」
と
比
定
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ

で
も
成
立
年
代
の
不

一
致
が
生
じ
、
第
二
次
成
立
を
提
案
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
新
た
に
天
龍
寺
切
と
認
定
し
た
久
曽
神
昇

「私
撰
集
残

簡
集
成
」
５３

こ
の
こ
ろ
や
人
の
み
ぬ
ま
と
な
か
る
ら
む

う

へ
は
こ
ほ
れ
る
た
に
か
は
の
水

お
な
し
や
し
ろ
の
十
五
首
可
に

関
白
家
民
部
卿

こ
ほ
る
よ
や
つ
ら
さ
な
る
ら
む
お
と
つ
れ
の

さ
ら
て
は
た
え
ぬ
や
ま
か
は
の
水

土
御
門
院
四
季
寄
合
耳

承
明
門
院
兵
衛
督

た
に
水
も
こ
ほ
り
の
し
た
に
こ
え
と
ち
て

ひ
と
り
山
も
る
ゆ
ふ
く
れ
の
く
も

を
検
討
す
る
と
、
そ
の

一
首
目

（４‐
‐
１
）
が

「氷
」
を
詠
み
込
ん
だ
詠

歌
で
あ
り

（詠
者
、
詞
書
な
し
）、
二
首
目

（４‐
‐
２
）
の
関
自
家
民
部
卿

の
詠
歌
も
同
じ
く

「氷
」
を
読
み
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「私

撰
集
残
簡
集
成
』
５３
は
個
人
蔵
手
鑑

■
古
筆
学
大
成
』
２５
‐
３７３
）
の
詠
者

名
表
記

「中
納
言
典
侍
」
に
つ
な
が
る
部
分
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

関
白
家
民
部
卿
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
「閑
窓
撰
歌
合
」
や
「基

家
家
百
首
歌
」
、
光
俊
が
撰
し
た

「現
存
和
歌
六
帖
」
や

『秋
風
抄
』
な

材
だ
絨
瓢
紆
雌
嫁
撤
急
静
榊
出
最
繊

と っ
競
触
吟
蠅
刺
囃
疇
一
妙
“
接
¨

と
い
う
。
こ
の
関
白
家
民
部
卿
の
詠
歌

（４‐
‐２
）
の
詞
書
に

「お
な
し

や
し
ろ
の
十
五
首
寄
に
」
と
あ
る
が
、
こ
の
十
五
首
歌
と
し
て
は
、
正

嘉
二
年
の

「尊
海
勧
進
春
日
社
十
五
首
」
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
十
五

首
歌
の
記
録
は
断
片
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
関
白
家
民
部
卿
と
は
姉

妹
或
い
は
近
親
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
鷹
司
院
帥

（光
俊
女
）
の
参
加

が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
関
白
家
民
部
卿
自
身
の
参
加
の
可
能
性
も

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
詠
者
の
一
人
で
あ
る
大
納
言
良
教
の

詠
歌
「
ふ
ち
せ
こ
そ
さ
だ
め
な
か
ら
め
あ
す
か
が
は
こ
ほ
り
て
か
は
る

な
み
の
お
と
か
な
」
η
続
古
今
集
』
六
二
九
）
か
ら
、
歌
題
に

「氷
」
が

存
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「私
撰
集
残
簡
集
成
」

５３
の

一
首
目

（
４‐
，１
）
の
詠
歌
の
詞
書
に
は

「春
日
社
」
と
い
う
表
記

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
「私
撰
集
残
簡
集
成
」
５３
の
三
首
目

（４‐
‐３
）
も
同
様
に
「氷
」

を
詠
み
込
ん
で
お
り
、
詠
者
で
あ
る
承
明
門
院
兵
衛
督
は
、
「和
歌
口

伝
」
に
鷹
司
院
帥
や
親
子
典
侍

（中
納
言
典
侍
）
と
共
に

「右
大
臣
家
兵

衛
督
」
と
記
さ
れ
る
光
俊
の
娘
と
同

一
人
物
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
断
簡



に
お
い
て
は
、
光
俊
の
縁
者
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら

『私
撰
集
残
簡
集
成
』
５３
の

一
首
目

（４‐
‐１
）

は
中
納
言
典
侍
の
詠
歌
で
あ
り
、
個
人
蔵
手
鑑

貧
古
筆
学
大
成
』
２５
‐
”
）

の
詠
者
名
表
記

（３９
‐
２
）
「中
納
言
典
侍
」
に
つ
な
が
る
部
分
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
「関
白
家
民
部
卿
」
と
い
う
詠
者
名
表
記
を
考
え
る
。
関
白

家
民
部
卿
は
、
建
長
三
年
の

「閑
窓
撰
歌
合
」
や
建
長
八
年
の

「基
家

家
百
首
歌
合
」
に
あ
る

「前
摂
政
家
民
部
卿
」
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
年
代
の

「前
摂
政
家
」
と
し
て
は

一
条
家
な
い
し
二
条
家

が
該
当
す
る
。
池
尾
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
中
納
言
典
侍
の
詠
歌

が
文
永
六
年
の
作
で
あ
る
と
す
る
と
、
必
然
的
に
こ
の

「関
白
家
民
部

卿
」
表
記
も
文
永
六
年
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
兵
庫
切
に
あ

る

「関
自
前
左
大
臣
」
一
条
実
経
が
文
永
四
年
十
二
月
九
日
に
関
白
を

辞
し
て
以
降
、
光
俊
生
存
中
に

一
条
家
及
び
二
条
家
か
ら
関
白
が
出
る

こ
と
は
な
い

（文
永
十
一
年
に
一
条
家
経
が
摂
政
に
は
任
じ
ら
れ
て
い
る
）。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
「関
白
家
民
部
卿
」
の
「関
白
」
は

一
条
実
経

を
指
し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
直
前
の
中
納
言
典

侍
の
詠
歌
は
文
永
六
年
の
春
日
社
歌
合
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

文
永
四
年
以
前
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
中
納
言
典
侍
の
詠
歌
は
、
天
龍
寺
切
の
成
立
上

限
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
成
立
上

限
と
し
て
は
、
久
曽
神
昇

『私
撰
集
残
簡
集
成
』
５２
の

一
首
目

（ω
‐１
）

の
為
家
詠
歌
が

「文
永
二
年
白
河
殿
七
百
首
」
の
内
の

一
首
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
文
永
二
年
七
月
七
日
以
降
の
成
立
と
な
る
。

以
上
の
各
切
の
成
立
年
代
に
関
す
る
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ

つヽ
に
な
る
。

成
立
上
限
　
　
　
　
成
立
下
限

六
条
切

（秋
）
　

　

文
永
二

・
九

・
十
三

文
永
三
・八
・十
二
或
い
は

文
永
五

・
十

・
五

六
条
切

（春

・
夏
）

文
永
四

・
春
　
　
　
文
永
五

・
十

・
五

兵
庫
切

（雑

・
神
祇
）
文
永
二

・
四

・
八
　
文
永
四

・
十
二

。
九

天
龍
寺
切

（冬
）
　

文
永
二

・
七

・
七
　
文
永
三

・
十

一
。
二
十
七

各
切
の
成
立
年
代
は
、
文
永
二
年
～
同
五
年
の
間
に
集
中
し
て
お

り
、
池
尾
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
同
時
に
成
立
し
た
単

一
の
和
歌
集

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
厳
密
に
は
六
条
切

（春
・夏
）
と
天
龍
寺
切

の
成
立
年
代
は
わ
ず
か
に
重
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
特
筆

す
べ
き
こ
と
に
、
各
切
の
成
立
年
代
内
の
文
永
三
年
七
月
に
、
光
俊
の

後
援
者
で
あ
る
宗
尊
親
王
が
将
軍
を
廃
さ
れ
、
京
に
送
還
さ
れ
る
と
い

う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
天
龍
寺
切

（冬
）
の
成
立
は
宗
尊
親
王
の

失
脚
前
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
」ゝ
れ
は
光
俊
に
と
っ
て
も
弘
長
二
年

に
続
古
今
集
の
撰
者
に
追
加
さ
れ
て
以
来
の
歌
人
と
し
て
の
絶
頂
期
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
六
条
切

（春
・夏
）
の
成
立
は
、
宗
尊
親
王
の
失
脚

以
後
で
あ
り
、
光
俊
も
院
参
を
止
め
ら
れ
、
歌
壇
か
ら
事
実
上
追
放
さ

れ
て
い
る
状
態
に
当
た
る
。
ま
た
六
条
切

（秋
）
及
び
兵
庫
切
に
関
し



て
は
、
宗
尊
親
王
失
脚
の
前
後
い
ず
れ
の
成
立
も
あ
り
得
る
。
以
下
、

各
切
の
詠
歌
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
各
切
に
含
ま
れ
る
詠
歌
の

一
覧
を
別
表
二
に
、
ま
た
詠
者
別
の
詠
歌
数

一
覧
を
別
表
三
に
示
す
。

一
一　
各
切
の
概
観

①
　
六
条
切

（春
。
夏
）

ま
ず
、
成
立
年
代
が
宗
尊
親
王
の
失
脚
後
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
六

条
切

（春
・夏
）
の
検
討
を
行
う
。
成
立
は
、
宗
尊
親
王
の
失
脚
の
翌
年

か
ら
二
年
後
ま
で
に
相
当
す
る
。
総
詠
歌
数
は
三
七
首
で
あ
り
、
内
訳

と
し
て
は
後
嵯
峨
院
の
五
首
が
最
多
で
、
つ
い
で
後
鳥
羽
院
の
四
首
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
後
鳥
羽
院
の
詠
歌
四
首
中
二
首

（２５
‐
４
）
（３３
‐

１
）が
隠
岐
配
流
後
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、

こ
れ
は
同
じ
よ
う
に
失
脚
の
憂
き
目
を
見
て
い
る
当
時
の
撰
者
の
心
境

を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」ゝ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
改
め
て

検
討
す
る
。

ま
た
、
六
条
切

（春
・夏
）
に
お
け
る
定
家
の
詠
歌
は
出
光
美
術
館
蔵

手
鑑

「見
ぬ
世
の
友
」
の
第
二
首

（η
‐
２
）
の

一
首
の
み
で
あ
る
が
、

こ
の

一
首
と
同
時
に
詠
ま
れ
た
詠
歌
「野
外
柳
　
み
ち
の
べ
の
野
原
の

柳
し
た
も
え
ぬ
あ
は
れ
歎
の
煙
く
ら
べ
に
女
「拾
遺
愚
草
〓
一七
四
七
）
が

後
鳥
羽
院
の
勘
気
に
触
れ
、
結
果
と
し
て
定
家
の
蟄
居
を
招
い
た
と
い

う
い
わ
く
の
あ
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
詠
歌
は
御
子
左

家
で
は
あ
る
種
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
お
り
、
」ゝ
の
よ
う
な
詠
歌
を
あ
え
て

撰
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
撰
者
の
意
図
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
家

詠
歌
に
関
し
て
も
、
後
ほ
ど
詳
述
す
る
。

六
条
切

（春
・夏
）
に
お
い
て
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

須
磨
寺
塔
頭
正
覚
院
蔵
手
鑑

『古
筆
貼
交
屏
風
』
の
三
首
目

（２３
３
３
）

の
詠
者
を
池
尾
氏
は

「中
務
卿
親
王
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該

断
簡
を
実
見
す
る
と
、
「中
務
卿
宗
尊
親
王
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
「中
務
卿
宗
尊
親
王
」
と
い
う
表
記
は
文
永
十

一
年
八
月

一

日
に
親
王
が
亮
じ
て
か
ら
後
の
誼
号
表
記
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
六
条
切
成
立
年
代
に
合
致
せ
ず
、
矛
盾
を
き
た
す
。
ま

た
、
宗
尊
親
王
莞
去
後
に
成
立
し
た

「夫
木
和
歌
抄
」
に
お
い
て
も
誰

号
表
記
た
る

「中
務
卿
宗
尊
親
王
」
で
は
な
く

「中
務
卿
親
王
」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
仮
に
莞
去
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も
即
時
に

読
号
を
使
用
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
親
王

の
諄
が
表
記
さ
れ
る
の
は

一
体
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
時
代

は
下
る
が
宗
良
親
王
が
撰
し
た

「新
葉
和
歌
集
」
に
お
い
て
、
親
王
自

身
の
詠
歌
の
詠
者
名
は

「中
務
卿
宗
良
親
王
」
と
さ
れ
て
お
り
、
親
王

が
自
分
自
身
を
表
記
す
る
際
に
は
こ
の
よ
う
に
諄
を
顕
す
こ
と
が

一
般

的
で
あ
っ
た
と
類
推
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
本
和
歌
抄
の
撰
集
に
宗
尊

親
王
自
身
が
関
与
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
、
「代

集
」
に
お
け
る
人
代
和
歌
抄
の
撰
者
を
宗
尊
親
王
と
す
る
表
記
と
も
合

致
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「八
代
和
歌
抄
」
の
撰
集
に
は
光
俊
が
大

・き
な
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
一ホ
尊
親
王
が
参
画
し
て
い
た
可
能
性

が
指
摘
で
き
る
。
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②
　
エハ
条
切

（秋
）

成
立
年
代
と
し
て
は
、
宗
尊
親
王
の
失
脚
前
後
い
ず
れ
も
あ
り
得

る
。
六
条
切

（秋
）
に
含
ま
れ
る
詠
歌
数
は
五
六
首
で
あ
り
、
詠
者
別

の
歌
数
を
見
る
と
、
後
嵯
峨
院
と
定
家
の
五
首
が
最
も
多
く
、
つ
い
で

藤
原
良
経
の
四
首
、
家
隆
、
後
鳥
羽
院
、
実
伊
、
北
条
政
村
、
宗
尊
親

王
の
二
首
と
な
っ
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
の
詠
歌
二
首
の
う
ち
、
Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館
蔵
手
鑑

「翰
墨
城
』
の
第
三
首

（ｏｌ
‐３
）
は
後
鳥
羽
院
自
身
が

隠
岐
配
流
後
の
詠
歌
を
番
え
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
は
い
か
な
る
歌
集

に
も
撰
集
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
詠
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
六
条
切

（春
・

夏
）
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
や
定
家
の
詠
歌
同
様
、
無
実
の
罪
で
失
脚
す

る
こ
と
と
な
っ
た
宗
尊
親
王
及
び
光
俊
の
心
情
か
ら
撰
ば
れ
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
」ゝ
の
切
が
宗
尊
親
王
失
脚
後
、
エハ
条
切
（春
・夏
）

と
同
時
期
に
成
立
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
」ゝ
の
詠
歌
に
つ
い

て
も
、
六
条
切

（春
・夏
）
内
の
後
鳥
羽
院
詠
歌
と
共
に
後
ほ
ど
検
討
す

２つ
。ま

た
、
こ
の
切
に
は
北
条
政
村
の
二
首
に
加
え
て
、
藤
原

（後
藤
）
基

政
、
真
昭
法
師
、
ま
た
六
条
切

（春
・夏
）
に
も
北
条
宣
時
と
い
つ
た
鎌

倉
歌
壇
歌
人
の
詠
歌
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

③
　
天
龍
寺
切

父
じ

成
立
年
代
は
各
切
の
中
で
最
も
早
く
、
一不
尊
親
王
失
脚
前
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
総
歌
数
は

一
人
首
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
定
家
の
三
首

が
最
も
多
く
、
つ
い
で
後
鳥
羽
院
の
二
首
が
撰
ば
れ
て
い
る
。
定
家
の

三
首
は
い
ず
れ
も

『拾
遺
愚
草
』
或
い
は

『拾
遺
愚
草
員
外
』
か
ら
撰

ば
れ
て
お
り
、
全
て
が
勅
撰
集
へ
の
入
集
の
な
い
詠
歌
で
あ
る
。
特
筆

す
べ
き
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
手
鑑

『藻
塩
草
』
の
定
家
詠
歌

（３６
‐

１
）
が
、
六
条
切

（春
・
夏
）
に
撰
ば
れ
て
い
る

（２２
‐
２
）
歌
に
よ
つ

て
後
鳥
羽
院
の
勘
気
を
被
っ
た
後
の
蟄
居
中
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

い
け
満
臨
デ
督
が

，
い
餃
詢
崚
該
わ
咄
証
赫
い
薇
獅
哺
Ｇ
商
資
か
れ
嫁

の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
落
塊
の
身
を
嘆
く
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
天
龍
寺
切
の
そ
の
他
の
断
簡
所
載
の
定
家
や
後

鳥
羽
院
の
詠
歌
は
ご
く
普
通
の
情
景
を
詠
ん
だ
歌
ば
か
り
で
あ
り
、
」ゝ

の
京
都
国
立
博
物
館
蔵
手
鑑

『藻
塩
草
』
の
み
が
異
彩
を
放
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
天
龍
寺
切
の
う
ち
、
「藻
塩
草
』
断
簡
の

部
分
に
関
し
て
は
、
一不
尊
親
王
失
脚
後
か
ら
天
龍
寺
切
の
成
立
下
限
で

あ
る
文
永
三
年
十

一
月
二
十
七
日
ま
で
の
三
ヶ
月
強
の
期
間
に
記
さ
れ

た
と
捉
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
天
龍
寺
切
の
そ
の
他
の
部
分
が

失
脚
前
後
の
い
ず
れ
に
成
立
し
た
か
を
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
前
述
の
よ
う
に

『藻
塩
草
』
断
簡
と
の
差
異
が
著
し
い
こ
と
や
、

宗
尊
失
脚
後
の
成
立
期
間
が
数
ヶ
月
し
か
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
光

俊
は
失
脚
前
か
ら
冬
部
を
作
成
し
て
お
り
、
境
遇
の
急
変
に
伴
っ
て
前

述
の
定
家
や
家
隆
の
詠
歌
を
追
加
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
定
家
詠
歌
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
六
条

切

（春
・
夏
）
の
詠
歌
と
ま
と
め
て
考
察
す
る
。

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
中
納
言
典
侍
、
承
明
門
院
兵
衛
督
、
関



自
家
民
部
卿
と
い
っ
た
光
俊
の
娘
や
縁
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
六
条
切
に
は
光
俊
と
親
交
の
あ
っ
た
鎌
倉
歌

人
の
詠
歌
が
多
く
撰
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
八
代
和
歌
抄

切
等
が
示
す
和
歌
集
の
撰
者
が
光
俊
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
強
く

示
唆
し
て
お
り
、
先
ほ
ど
検
討
し
た
成
立
年
代
か
ら
、
池
尾
氏
の
述
べ

る
よ
う
に

「人
代
抄
』
に
相
当
す
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

④
　
兵
庫
切

（雑
。
神
祇
）

成
立
年
代
と
し
て
は
、
宗
尊
親
王
の
失
脚
前
後
い
ず
れ
も
あ
り
得

る
。
総
歌
数
は

一
四
首
で
あ
り
、
後
鳥
羽
院
、
土
御
門
院
、
西
園
寺
実

氏
、
一
条
実
経
ら
の
詠
歌
が
二
首
ず
つ
撰
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、
伝
明
融
筆
八
代
和
歌
抄
切
に
お
い
て
、
題
字
の
直
後
、
神

祇
歌
の
筆
頭
に
撰
ば
れ
て
い
る
菅
原
道
真
の
詠
歌
で
あ
る
。
別
表
三
に

あ
る
通
り
、
四
つ
の
切
の
全
詠
歌
を
分
析
す
る
と
、
こ
の
道
真
詠
歌
を

除
い
て
は
、
詠
者
の
全
て
は
後
鳥
羽
院
政
期
以
降
の
人
物
（最
も
古
い
人

物
で
俊
成
、
西
行
）
で
あ
り
、
撰
歌
範
囲
と
し
て
は
池
尾
氏
の
指
摘
通
り
、

後
鳥
羽
院
時
代
か
ら
後
嵯
峨
院
時
代
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
来
の
撰
歌
範
囲
を
超
え
て
道
真
詠
歌
を
あ
え

て
入
集
し
た
背
景
に
は
、
撰
者
の
意
図
が
表
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
宗
尊
親
王
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

〓
一　
特
徴
的
な
和
歌
の
検
討

①
　
菅
原
道
真
の
詠
歌

ま
ず
、
本
和
歌
抄
中
の
神
祇
歌
の
巻
頭
に
据
え
ら
れ
た
菅
原
道
真
の

詠
歌
を
考
察
す
る
。

獅
踵
賜
厨
雰
潔
辞
綽
瞳
堪
聾男
狂
製

親
王
の
詠
歌
に
は
、

た
れ
か
又
か
み
の
ち
か
ひ
を
た
の
む
べ
き
我
な
き
名
に
て
し
づ
み

は
て
な
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「中
書
王
御
詠
』
三
三
八
）

猶
た
の
む
北
野
の
雪
の
朝
ぼ
ら
け
跡
な
き
事
に
埋
も
る
る
身
を

３
増
鏡
』
八
三
）

と
、
無
実
の
罪
で
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真

（天
神
）
に
思

い
を
寄
せ
た
詠
歌
が
数
多
く
存
す
る
。
さ
ら
に
、

神
だ
に
も
い
ざ
と
み
ち
び
け
あ
し
引
の
こ
な
た
か
な
た
に
す
て
ら

A

個
人
蔵
手
鑑

（『古
筆
学
大
成
１６
』
３６‐
）
（伝
明
融
筆
）
（夕
‐
１
）

八
代
和
歌
抄
巻
第
十
九

神
祇
専

な
さ
け
な
く
お
る
人
つ
ら
し
わ
か
や
と
の

あ
る
し
わ
す
れ
ぬ
む
め
の
た
ち
枝
を

此
可
は
建
久
二
年
の
春
の
こ
ろ
つ
く

し
へ
ま
か
れ
り
け
る
も
の

ゝ
安
楽
寺
の

む
め
を
お
り
て
侍
け
る
夜
ゆ
め
に

見
え
侍
け
る
と
な
む
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る
る
身
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「中
書
王
御
詠
』
三
三
九
）

あ
は
れ
し
れ
西
吹
く
風
に
露
そ
へ
て
わ
が
は
つ
し
ほ
の
そ
で
の
く

れ
な
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『中
書
王
御
詠
』
三
四
〇
）

さ
え
の
こ
る
い
づ
れ
の
ぬ
ま
に
お
り
た
ち
て
ひ
か
り
な
き
身
の
そ

で
ぬ
ら
す
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『中
書
王
御
詠
」
三
四
一
）

や
く
し
は
も
立
つ
し
ら
浪
も
い
さ
し
ら
ず
我
の
み
か
ら
き
よ
に
ま

ょ
ひ
っ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「中
書
王
御
詠
』
三
四
二
）

群
に配
刺麟岬の『要
繹
騨
弩
幹辞
猟は導襲

尊
親
王
が
道
真
と
い
う
人
物
に
固
執
す
る
の
は
、　
一
体
な
ぜ
な
の
か
。

そ
れ
は
、
詠
歌
の
中
に

「無
き
名
」
「あ
や
ま
た
ぬ
身
」
と
い
う
語
を
繰

り
返
し
使
用
し
て
い
な
ご
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
謀
反
の
嫌
疑
へ
の

無
実
の
身
を
強
く
訴
え
て
お
り
、
こ
れ
が
、
「う
み
な
ら
ず
た
た
へ
る

水
の
そ
こ
ま
で
に
き
よ
き
こ
こ
ろ
は
月
ぞ
て
ら
さ
ん
」
貧
大
鏡
』
一
九
）

「あ
め
の
し
た
か
わ
け
る
ほ
ど
の
な
け
れ
ば
や
き
て
し
ぬ
れ
ぎ
ぬ
ひ
る

よ
し
も
な
き
」
η
大
鏡
〓

〓
こ
と
冤
罪
を
訴
え
る
道
真
の
境
遇
と
合
致

し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
「
八
代
和
歌
抄
」
の
神
祇
歌
の
巻
頭

に
、
自
ら
の
境
遇
に
近
似
し
た
道
真
詠
歌
が
据
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
落

晩
の
人
物
へ
の
強
い
共
感
が
感
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
本
和
歌
抄
の
撰
集
ヘ

の
宗
尊
親
王
の
影
響
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
　
後
鳥
羽
院
の
詠
歌

各
切
の
分
析
で
も
述
べ
た
が
、
本
和
歌
抄
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は

後
鳥
羽
院
の
詠
歌
の
多
さ

（
一
〇
首
は
後
嵯
峨
院
に
次
い
で
二
番
目
）
と
、

そ
の
内
容
で
あ
る
。
特
に
異
彩
を
放

っ
て
い
る
の
は
後
鳥
羽
院
の
詠

一

〇
首
の
う
ち
、
隠
岐
配
流
後
に
詠
ま
れ
た
四
首

（Ｂ
。
ｃ
・
Ｅ
歌
は
詠
五

百
首
和
歌
、
Ｄ
歌
は
後
鳥
羽
院
自
歌
合
）
で
あ
る
。

E

白
鶴
美
術
館
蔵
手
鑑
８９

（伝
飛
鳥
井
雅
有
筆
）
（“
‥
２
）

五
百
首
御
吾
の
中
に

後
鳥
羽
院
御
製

か
は
ら
し
と
た
の
み
し
も
の
を
あ
し
ひ
き

山
の
み
な
み
の
ま
つ
か
せ
の
こ
ゑ
　
　
の

D

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
手
鑑

「輸
墨
城
』
３。

（伝
光
厳
院
筆
）
（ｏｌ
‐
３
）

秋
御
寄
の
な
か
に

．
後
鳥
羽
院
御
製

お
ほ
か
た
の
空
も
な
み
た
や
せ
き
あ
へ
ぬ

月
か
け
ぬ
ら
す
秋
の
む
ら
さ
め

C

久
曽
神
昇

「私
撰
集
残
簡
集
成
」
７２

（伝
光
厳
院
筆
）
（３３
‐
１
）

し
か
ら
き
の
外
山
の
そ
ら
は
か
す
め
と
も

峯
の
雪
け
は
な
を
や
さ
ゆ
ら
む

藤
井
隆
氏
蔵
歌
集
切

η
愛
知
大
学
国
文
学
』
一
七
　
昭
５２
・
３
）

（伝
光
厳
院
筆
）
（％
・
４
）

た
い
し
ら
す

た
か

ゝ
に
か
た
　
　
　
　
後
鳥
羽
院
御
製

仙
た
ち
は
な
の
に
は
ふ
ら
ん

む
か
し
の
人
は
ひ
と
り
な
ら
ぬ
に
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Ｂ
歌
は
、
「古
今
集
』
〓
二
九
番
歌

「さ
つ
き
ま
つ
花
橘
の
か
を
か
げ
ば

昔
の
人
の
袖
の
か
ぞ
す
る
」
を
本
歌
取
り
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
句

の
「む
か
し
の
人
は
ひ
と
り
な
ら
ぬ
に
」
が
活
き
、
コ
日
の
人
は

一
人
で

は
な
い
の
に
、
自
分
は

一
人
き
り
で
あ
る
」
と
い
う
孤
独
感
が
顕
著
に

表
れ
て
い
る
。
Ｅ
歌
の
第

一
。
二
句
目

「か
は
ら
し
と
た
の
み
し
も
の

を
女
変
わ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
当
て
に
し
て
い
た
の
だ
が
現
実
は
変
化
し
て

し
ま
っ
た
）
と
逆
接
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
境
遇
の
変

化
へ
の
と
ま
ど
い
や
悲
哀
の
情
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｅ
歌
を
含
む

『後
鳥
羽
院
御
集
』
一
〇
八
八
～

一
〇
九
人
の

一
〇
首
は
、
神
の
加
護
を

ほ

鯰

飩

黙

鰺

薮

二

・
三
句
目

亮
工も
な
み
た
や
せ
き
あ
へ
ぬ
」
に
は
自
然
景
物
と
自
己

の
感
情
の

一
体
化
が
見
ら
れ
、
Ｃ
歌
は

「し
か
ら
き
の
外
山
」
は
春
が

訪
れ
て
い
る
が
、
「峯
」
で
は
ま
だ
冬
で
あ
る
、
と

一
見
な
に
げ
な
い
叙

景
歌
の
よ
う
だ
が
、
「外
山
」
は
都
、
「峯
」
を
自
ら
の
居
所
と
読
み
替

え
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
後
鳥
羽
院
の
心
中
が
表
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
院
の
嘆
き
の
詠
歌
を
入
集

さ
せ
た
背
景
に
は
、
「八
代
和
歌
抄
』
成
立
当
時
の
光
俊
及
び
宗
尊
親
王

の
境
遇
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

本
和
歌
抄
成
立
期
間
内
の
文
永
三
年
七
月
、
宗
尊
親
王
は
幕
府
に

よ
っ
て
将
軍
を
廃
さ
れ
、
京
都
へ
送
還
さ
れ
る
。
突
然
に
降
り
か
か
っ

た
こ
の
出
来
事
は
宗
尊
親
王
に
と
っ
て
い
か
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
か
は
、

そ
の
詠
歌
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
帰
京

一
ヶ
月
後

に
詠
ま
れ
た
文
永
三
年
八
月
百
五
十
首
歌
に
は
、

晴
ま
な
き
あ
は
れ
う
れ
へ
の
類
と
て
又
か
き
く
ら
す
五
月
雨
の
空

含
竹
風
和
歌
抄
』
四
九
三
）

神
無
月
袖
よ
り
外
の
し
ぐ
る
る
は
雲
も
う
れ
へ
の
有
る
世
な
る
ら

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『竹
風
和
歌
抄
」
五
一
五
）

と
、
夏
天
や
冬
雨
を
詠
ん
だ
題
詠
歌
で
あ
り
な
が
ら
も
、
四
九
三
歌
上

旬
、
五

一
五
歌
下
旬
に
は
宗
尊
親
王
の
心
情
が
示
さ
れ
お
り
、
景
物
と

自
己
の
感
情
と
が

一
体
化
さ
れ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
送
還

途
中
の
詠
歌
と
見
ら
れ
る

あ
は
れ
な
り
な
れ
こ
し
人
も
見
え
ぬ
よ
に
猶
身
に
そ
へ
る
秋
の
月

か
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『中
書
王
御
詠
」
二
一
七
）

や
帰
京
後
の
冬

（文
杢ヽ
一一年
の
匁
じ

の

う
づ
も
れ
ぬ
わ
が
身
な
り
せ
ば
こ
の
ゆ
き
に
と
ひ
く
る
人
の
あ
と

や
ま
た
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『中
書
王
御
詠
』

一
五
〇
）

に
は
孤
独
な
状
況
に
お
か
れ
た
親
王
の
姿
が
類
推
で
き
、

春
の
な
ど
う
き
身
を
か
け
て
立
ち
ぬ
ら
ん
か
さ
な
る
年
は
人
も
わ

か
ぬ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『竹
風
和
歌
抄
」
一
じ

春
の
日
の
や
ぶ
し
も
わ
か
ぬ
光
に
も
も
れ
た
る
も
の
を
わ
が
身
な

る
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『竹
風
和
歌
抄
』
四
九
六
）

と
逆
接
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
境
遇
の
変
化
に
対
す
る

や
る
か
た
な
い
思
い
が
率
直
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「竹
風

和
歌
抄
』
二
五
七
～
二
六
七
に
わ
た
る
神
祇
歌
に
は
、
身
の
潔
白
を
神



に
祈
念
し
、
加
護
を
願
う
、
あ
が
き
に
も
近
い
親
王
の
姿
が
あ
る
。

当
時
の
光
俊
の
詠
歌
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
彼
の
心
情
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
宗
尊
親
王
の
失
脚
に
付
随
し
て
光
俊
も
院
参
を
止
め
ら
れ
、

歌
壇
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
一ホ
尊
親
王
と
同
様
に
失
意

の
状
態
に
あ

つ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
自
身

の
姿
は
、
承
久
の
乱
に
よ
り
配
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
院
の
境
遇
に
相
通
じ

る
も
の
が
あ
り
、
後
鳥
羽
院
の
詠
歌
は
彼
ら
の
心
意
を
ま
さ
に
体
現
化

し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
　
定
家
の
詠
歌

後
鳥
羽
院
に
次
い
で
詠
歌
数
の
多
い
の
は
定
家

（九
首
）
で
あ
る
。
定

酵
蹴
鋤
け
社
口
剃
師
鳳
台
薦
嘲
「

『 口
嚇
片
証
『
祭
熟
薫
い
発
牌
、「

障
嘲

条
に
は
、
定
家
が
光
俊
の
能
力
を
い
ち
早
く
買
い
、
「道
助
法
親
王
家

行
晰
“

「
」

わ
鰺
蜘
「
餃

文
（
し

は
囃
畔
一
て
ぃ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（̈

近
く
は
す
な
は
ち
制
刻
刻
□
罰
ｄ
酬
硼
コ
ヨ
ｇ
「
バ
利
刈
ｑ
コ
列

口
洲
冽
―
´
―
測
劇
綱
引
釧
Ⅵ
コ
劇
卿
例
測
錮
ヨ
側
Ⅲ
口
句
劇
剖
到
口

ぞ
劇
川
呵
刷
酬
喘
―こ―
冽
引
ぞ
洲
劇
Ш
９
日
ｑ
り
劇
馴
引
利
劇
劃
司

冽
劃
剖
引
利
も
ヽ
詞
は
古
き
に
よ
り
、
姿
は
高
き
に
い
た
り
、
所

の
名
を
ば
よ
み
ふ
る
さ
る
ヽ
を
求
め
、
心
は
新
し
き
を
も
ち
ゐ
て

す
ぐ
れ
た
る
歌
を
ば
つ
く
れ
り
け
る
と
ぞ
。

と
、
光
俊
に
と
っ
て
の
定
家
は
単
に
恩
師
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
歌
聖

と
し
て
の
絶
対
的
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「八
代
和
歌
抄
』
中
に
定
家
の
詠
歌
は
九
首
見
ら
れ
る
が
、
特
に
次

に
挙
げ
る
二
首
に
特
徴
が
あ
る
。

Ｆ
歌
と
同
時
に
詠
ま
れ
た
「野
外
柳
　
み
ち
の
べ
の
野
原
の
柳
し
た
も

え
ぬ
あ
は
れ
歎
の
煙
く
ら
べ
に
」
貧
拾
遺
愚
草
』
二
七
四
七
）
は
、
後
鳥

羽
院
の
勘
気
に
触
れ
た
歌
で
あ
り
、
Ｇ
歌

（四
季
題
百
首
）
は
そ
の
後
の

蟄
居
中
の
詠
歌
で
あ
る
。
Ｆ
歌
は
内
裏
で
の
歌
会
の
参
会
を
辞
し
て
ま

で
亡
母
を
追
慕
、
悲
じ
む
姿
が
窺
え
、
二
七
四
七
歌
は

「
み
ち
の
べ
の

く
ち
木
の
柳
春
く
れ
ば
あ
は
れ
昔
と
忍
ば
れ
ぞ
す
る
」
貧
新
古
今
集
』
一

四
四
九
）、
「
ゆ
ふ
さ
れ
ば
野
に
も
山
に
も
た
つ
け
ぶ
り
な
げ
き
よ
り
こ

そ
も
え
ま
さ
り
け
れ
」
貧
大
鏡
」
一
七
）
と
、
菅
原
道
真
の
詠
歌
と
発
想

が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寓
意
的
に
解
釈
さ
れ
、
後
鳥
羽
院
の
怒

出
光
美
術
館
蔵
手
鑑

「見
ぬ
世
の
友
』
Ｚ
（伝
光
厳
院
筆
）翁
‐２
）

承
久
二
年
二
月
内
裏
に
て
二
首
可

か
う
せ
ら
れ
け
る
に
春
山
月

前
中
納
言
定
家

さ
や
か
に
も
見
る
へ
き
山
は
か
す
み
つ
ヽ

わ
か
身
の
ほ
か
も
は
る
の
夜
の
月

京
都
国
立
博
物
館
蔵
手
鑑

『藻
塩
草
』
２６
（伝
光
明
院
筆
Ｘ
３６
‐
↓

慈
鎮
大
僧
正
の
よ
ま
せ
侍
け
る
四
季
百
首

腎
に
冬
草

わ
か
や
と
は
ひ
と
め
も
く
さ
も
草
は
な
を

か
れ
て
も
た
て
る
こ
ゝ
ろ
な
か
さ
よ
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り
を
か
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
缶
ォ
順
徳
院
御
諏
「
ぼ
ょ
る
と
、
」ゝ
の
こ

と
に
よ
り
定
家
の
官
廷
歌
人
と
し
て
の
詠
歌
活
動
の
場
は
封
じ
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。
Ｇ
歌
は

「山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
め
も
草

も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
」
η
古
今
集
〓
二
一
五
）
を
本
歌
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
宮
廷
歌
人
と
し
て
の
活
動
の
場
を
失

っ
た
寂
真
感
、
孤
独
感
が
感

日
競
は

「 る
」
獅
肺
餃
郡
一

‐こ 『
「

拾
職
碗
鮮
芦
型
が
詢
「
導
議
糊
ピ
一
誹
肛

の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
メ

久
保
田
淳

氏
の

「御
子
左
家
の
人
々
な
ら
敬
遠
し
そ
う
」
と
の
指
摘
か
ら
も
、
本

詠
歌
は
御
子
左
家
に
と
っ
て
は
あ
る
意
味
で
タ
プ
ー
視
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
、
定
家
を
師
と
し
て
仰
ぐ
光
俊
に
と
っ
て
も
慎
重
に
扱
う
べ

き
詠
歌
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
を
あ
え
て

『八
代
和
歌
抄
』
に

入
集
さ
せ
た
の
は
、
院
の
怒
り
に
よ
っ
て
蟄
居
す
る
定
家
の
姿
に
突
然

に
沈
倫
の
身
と
な
っ
た
自
ら
及
び
宗
尊
親
王
の
境
遇
を
重
ね
合
わ
せ
、

定
家
の
歌
に
強
い
共
感
を
お
ぼ
え
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に

「八
代
和
歌
抄
』
中
に
多
く
見
ら
れ
る
後
鳥
羽
院
、
定

家
、
或
い
は
道
真
の
詠
歌
に
つ
い
て
は
、
単
に
秀
歌
と
い
う
所
以
の
み

で
な
く
、
彼
ら
の
境
遇
が
光
俊
、
一不
尊
親
王
の
当
時
の
境
遇
に
近
似
し
、

そ
の
嘆
き
、
望
郷
、
孤
独
の
念
に
強
く
共
感
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

④
　
為
家
の
詠
歌

別
表
三
を
参
照
す
る
と
、
光
俊
と
対
立
す
る
御
子
左
家
の
歌
人
、
為

家

・
実
氏
の
詠
歌
が
多
く
撰
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
目
に
付
く
。
光
俊
は

ど
の
よ
う
な
意
図
で
彼
ら
の
詠
歌
を
多
く
入
集
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
池
尾
氏
は
、
根
津
美
術
館
蔵
手
鑑

『文
彩
帖
』

に
収
め
ら
れ
た
寂
蓮
歌
「お
の
へ
よ
り
門
田
に
か
よ
ふ
秋
か
せ
に
い
な

は
を
わ
た
る
さ
を
し
か
の
こ
ゑ
」
を
為
家
が
悪
歌
と
意
識
し
て
い
た
に

も
拘
わ
ら
ず
撰
入
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
同
歌
風
の
詠
歌
を
連
続
撰

入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「八
代
和
歌
抄
」
に
は
御
子
左
家

（特
に
為
家
）

に
対
す
る
反
発
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「秋
風
抄
」
の
序
文
に
は
、

家
を
つ
ぎ
名
を
あ
ら
は
せ
る
人
は
す
な
は
ち
前
刈
制
司
湖
刻
卿

劇
劇
劃
引
劃
別
Ⅵ
翻
到
朝
割
剰
刊
引
冽
コ
ｇ
副
赳
ｄ
洲
η
翻
Ⅷ
Л
Ч
硼
Ы

劃
羽
創
劉
測
Ｊ
∃
河
剰
剰
劃
河
釧
冽
測
珊
剣
州
悧
劇
Ｕ
た
と
へ
ば

上
陽
の
人
の
ま
な
ぶ
た
は
芙
蓉
に
似
、
む
ね
は
王
に
似
た
る
が
如

し
。
か
の
深
宮
の
あ
り
さ
ま
も
悌
な
き
に
あ
ら
ず
。

と
あ
り
、
光
俊
は
為
家
を
当
代
の
代
表
歌
人
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い

る
。
」ゝ
の
よ
う
な
讃
辞
を
呈
す
る
こ
と
に
御
子
左
家
に
反
旗
を
翻
し
て

い
る
光
俊
の
屈
折
し
た
思
い
を
読
み
取
る
考
た
デ
あ
る
が
、
素
直
に
解

釈
を
し
た
い
。
断
簡
中
の
為
家
の
詠
歌
を
見
て
み
よ
う
。

久
曽
神
昇

『私
撰
集
残
簡
集
成
』
５２

（伝
光
明
院
筆
）
（“
‐
１
）

船
も
か
な
い
さ
よ
ふ
な
み
の
を
と
は
し
て

ま
た
よ
は
ふ
か
し
宇
治
の
あ
し
ろ
木

―
　
「古
筆
学
大
成
Ｈ
』
加

（筆
者
未
詳
）
（３５
，
２
）

文
永
二
年
七
月
七
日
白
河
殿
に
て
題
を



さ
く
り
て
七
百
首
専
人
々
に
よ
ま
せ
さ
せ

た
ま
ひ
け
る
に
お
な
し
こ

ヽ
ろ
を

民
部
卿
為
家

や
ま
の
は
の
見
え
ぬ
を
お
い
に
か
こ
て
と
も

か
す
み
に
け
り
な
は
る
の
あ
け
ほ
の

Ｈ

・
―
歌
と
も
に
文
永
二
年
七
月
七
日
の

「自
河
殿
七
百
首
会
」
の
際

の
詠
歌
で
あ
る
。
光
俊
は
為
家
、
知
家
と
と
も
に
題
者
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
歌
会
は
、
同
年
十
二
月
二
十
六
日
に
奏
覧
さ
れ
た
「続
古
今
集
』
の

撰
集
資
料
と
し
て
催
さ
れ
た
歌
会
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
詠
歌
の

入
集
は
漏
れ
て
い
る
。
し
か
し
光
俊
は

『続
拾
遺
集
』
よ
り
も
早
く
為

家
の
詠
歌
を
評
価
し
、
代
表
歌
と
し
て
認
知
し
て

『八
代
和
歌
抄
』
に

入
集
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
和
歌
抄
に
お
い
て
光
俊
は
反
御
子
左

家
的
考
え
で
撰
集
を
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
為
家
や
実
氏
ら
を
貶
み
る

た
め
に
彼
ら
の
詠
歌
を
多
く
入
集
さ
せ
た
の
で
も
な
い
。
自
ら
が
優
れ

て
い
る
と
信
ず
る
詠
歌
を
素
直
に
撰
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に
―

「人
代
和
歌
抄
』
撰
集
の
背
景
に
つ
い
て
―

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た

『八
代
和
歌
抄
』
の
特
徴

を
ま
と
め
て
お
く
。

・
本
和
歌
抄
は
、
文
永
二
年
～
同
五
年
の
間
に
光
俊
と
宗
尊
親
王
の

手
に
よ
り
撰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
撰
集
作
業
そ
の
も
の
は
文
永

三
年
七
月
の
宗
尊
親
王
失
脚
前
に
開
始
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き

る
が
、
撰
集
中
に
宗
尊
親
王
の
将
軍
廃
立

上
示
都
送
還

・
蟄
居
謹

慎
、
さ
ら
に
は
光
俊
も
院
参
を
止
め
ら
れ
、
歌
壇
か
ら
事
実
上
追

放
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

・
左
遷
後
の
道
真
、
隠
岐
配
流
時
の
後
鳥
羽
院
、
蟄
居
中
の
定
家
ら

の
詠
歌
は
、他
の
歌
集
へ
の
入
集
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
特
徴
的
な

も
の
で
あ
り
、撰
者
の
不
遇
な
時
期
の
心
情
に
極
め
て
近
か
っ
た

た
め
に
撰
出
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
為
家
ら
御
子
左
家
歌
人
の
詠
歌
を
正
当
に
評
価
し
て
入
集
し
て
お

り
、
顕
著
な
反
御
子
左
家
性
は
現
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な

『八
代
和
歌
抄
」
の
特
徴
か
ら
考
え
る
に
、
本
和
歌
抄

は
池
尾
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
光
俊
が
宗
尊
親
王
に
献
上
す
る
た
め
に

撰
集
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
で
は
本
和
歌
抄
の
撰
集
の
意

図
は

一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
和
歌
抄
は
、
撰
集
中
に
撰
者
の
失

脚
と
い
う
大
事
件
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
前
後
で
撰
集
の
意
図
や
撰

歌
の
傾
向
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、

天
龍
寺
切
に
お
け
る
定
家
蟄
居
中
の
詠
歌
と
、
そ
れ
以
外
の
部
分
と
の

差
異
に
最
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
遺
さ
れ
た
断
簡
群
か
ら

当
初

（失
脚
前
）
の
撰
集
の
意
図
を
探
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
失
脚
後
の
光
俊
や
宗
尊
親
王
が
、
ど
の
よ
う
な
心
境
で
こ

の
和
歌
抄
を
編
ん
だ
の
か
を
考
察
す
る
。

本
和
歌
抄
中
に
は
当
時
の
朝
廷
支
配
者
た
る
後
嵯
峨
院

（
一
一
首
）

に
加
え
て
、
後
嵯
峨
院
の
近
臣
た
る
実
氏
の
詠
歌
も
多
く

（五
首
）
撰

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
不
遇
の
境
遇
に
あ
る
光
俊
と
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宗
尊
親
王
が
、
歌
壇
界
／
政
界
へ
の
復
活
を
目
的
に
、
彼
ら
に
対
し
て

恭
順
の
意
を
示
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
一
方
で
同
じ
く

多
く
の
入
集
の
見
ら
れ
る
後
鳥
羽
院
や
定
家
、
道
真
の
不
遇
を
か
こ
つ

詠
歌
は
そ
の
よ
う
な
目
的
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
ば
か
り
か
、
場
合
に
よ
っ

て
は
定
家
自
身
の
場
合
の
よ
う
に
逆
効
果
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

六
条
切

（春
・夏
）
に
は
、
先
に
述
べ
た
隠
岐
配
流
時
の
後
鳥
羽
院
詠

歌
が
採
ら
れ
て
い
る

一
方
で
、
Ｊ
歌
の
よ
う
に
後
嵯
峨
院
の
栄
華
を
象

徴
す
る

「続
古
今
集
』
撰
出
の
詠
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。

安
田
徳
子
氏
は
、
「続
古
今
集
」
に
お
け
る
桜
は
後
嵯
峨
院
の
御
代
の

繁
栄
を
讃
え
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
も

「
吉
野
山
の
桜
」
に
託
し
て
、
長
い
問
帝
位
を
よ
そ
に
見
て
不
遇
に
耐

え
て
き
て
、
や
っ
と
権
力
を
手
中
に
し
御
世
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
こ
と

の
で
き
た
後
嵯
峨
院
の
喜
び
を
如
実
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

指
摘
す
後

こ
の
よ
う
な
六
条
切

（春
・夏
）
の
有
す
る
二
面
的
性
格
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
道
真
や
後
鳥
羽
院
、
定
家
の
詠
歌

の
背
後
に
、
失
脚
当
時
の
宗
尊
親
王
と
光
俊
の
境
遇
及
び
心
情
の

一
致

が
存
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
後
嵯
峨
院
の
栄
華
を
表
す
詠
歌
は
、
す

な
わ
ち
光
俊
と
宗
尊
親
王
の
華
や
か
な
り
し
時
代
、
絶
頂
の
時
代
を
象

徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
和
歌
抄
に
収
め
ら
れ
た
詠
歌

の
内
、
光
俊
ら
と
同
時
代
の
歌
人
に
よ
る
詠
歌
の
詠
出
の
場
を
調
査
し

て
み
る
と
、
一
人
首
中

一
六
首
が
光
俊
の
出
席
し
た

「宝
治
百
首
」
「建

長
三
年
九
月
十
三
夜
影
供
歌
合
」
等
の
歌
合
、
定
数
歌
に
て
詠
ま
れ
た

も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
歌
壇
界
に
お
け
る
彼
の
来
歴
を
表
す
出
来
事

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
」ゝ
れ
は
宗
尊
親
王
が
過
去
を
回
想
す
る
詠
歌

を
多
数
詠
ん
で
い
る
ご
と
と
同
様
で
あ
り
、
光
俊
が
自
ら
の
歌
人
と
し

て
の
栄
華
の
回
想
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
人
生
の
記
録
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
詠
歌
を
撰
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一ホ
尊
親

王
失
脚
後
、
光
俊
は
公
的
な
歌
会
な
ど
に
殆
ど
出
席
せ
ず
、
隠
遁
生
活

を
送
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
は
、
宗
尊
親
王
の
失
脚

に
伴
っ
て
為
家
が
歌
壇
界
を
支
配
し
、
光
俊
を
排
除
し
た
が
ゆ
え
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
和
歌
抄
の
分
析
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
当
時
の
光
俊
に
は
再
び
歌
壇
界
に
返
り

咲
い
て
御
子
左
家
と
の
論
争
を
続
け
よ
う
と
い
う
強
い
意
思
は
感
じ
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
歌
人
と
し
て
の
人
生
の
終
焉
を
自
ら
演
出
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
続
古
今
集
の
撰
者
と
な
り
、
歌
人
と
し
て

最
高
の
栄
誉
を
手
に
入
れ
、
あ
る
意
味
で
は
師
で
あ
る
定
家
に
並
ぶ
位

置
に
達
し
た
光
俊
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
の
運
命
の
急
変
に
対
し
て

大
い
な
る
無
常
感
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
本
和
歌
抄
の
内
容
か

季
刊
墨

ス
ペ
シ
ャ
ル
７
掲
載
広
告

（伝
光
厳
院
筆
）
（
２８
‐

亀
山
殿
に
吉
野
山
の
さ
く
ら
を
う

つ

し
う

へ
ら
れ
て
侍
り
け
る
か
花
の
さ

き
た
り
け
る
を
御
覧
し
て

院
御
製

は
る
こ
と
に
お
も
ひ
や
ら
れ
し
み
よ
し
の

ゝ

花
は
け
ふ
こ
そ
や
と
に
さ
き
け
れ

１
）
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ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
八
代
和
歌
抄
』
は
そ
の
撰
集
中
に
大
い
な
る

変
容
を
遂
げ
、
結
果
と
し
て
不
過
な
境
遇
に
身
を
置
く
光
俊
と
宗
尊
親

王
の
率
直
な
心
情
、
す
な
わ
ち
不
遇
を
悲
し
み
、
無
実
の
罪
を
訴
え
る

気
持
ち
、
特
に
宗
尊
親
王
の
道
真

へ
の
傾
倒
、
さ
ら
に
は
光
俊
が
自
ら

の
人
生
を
振
り
返
り
、
歌
壇
界
の
頂
点
を
極
め
た
栄
華
を
懐
か
し
む
心

情
が
二
人
を
突
き
動
か
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
編
纂
さ
れ
た
歌
集
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注（１
）
引
用
は
、
簗
瀬

一
雄

・
福
田
秀

一
編

「同
類
和
歌
抄
」
（碧
沖
洞
叢
書

一

八
）
（昭
３７
）
の
校
異
を
参
考
に
し
て
、
表
記
は
私
に
改
め
た
。

（２
）
池
尾
和
也

「『原

・
続
古
今
集
』
の
痕
跡
を
求
め
て
―
古
筆
切
資
料
の
再

検
討
―

（上
ご

（「中
京
国
文
学
」
一
〇
　
平
２
・
３
）、
池
尾
和
也

「「原
・

続
古
今
集
』
の
痕
跡
を
求
め
て
―
真
観
撰

『
八
代
和
歌
抄
』
に
つ
い
て
―

（下
ご

（『中
京
国
文
学
』

一
一　
平
３
・
３
）、
池
尾
和
也

「『原

・
続
古
今

集
』
の
痕
跡
を
求
め
て

（補
遺
）
―
真
観
撰

『
八
代
和
歌
抄
』
供
文
資
料

追
稿
―
」
■
中
京
国
文
学
』

一
五
　
平
８
・
３
）

（３
）
小
林
強

「鎌
倉
中
期
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿

（第

一
稿
ご

（「自
讃
歌

注
研
究
会
会
誌
』
五
　
平
９
・
Ю
）
、
「古
筆
切
資
料
集
成
稿
第

一
回
補
訂

（鎌
倉
中
期

・
新
古
今
集

・
十
三
代
集
編
と

（「自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
』
八

平
１２
・
Ю
）

（４
）
「古
筆
学
大
成
』
二
五

（講
談
社
　
平
５
）

伝
光
厳
天
皇
筆
六
条
切
本

未
詳
私
撰
集

（二
）
の
解
説

（５
）
安
井
久
善

『改
訂
中
世
私
撰
和
歌
集
攻
』
會
一崎
堂
書
店
　
昭
３６
）

（６
）
寛
喜
の
は
じ
め
の
年
、
御
代
の
始
ま
で
此
道
さ
か
り
な
り
し
時
、
殊
な
れ

む
つ
び
侍
し
人
ノ
ヽ
に
十
五
首
歌
を
よ
ま
せ
て
、
一一一品
禅
門
知
家
、
前
右
京
大

夫
信
実
、
座
を
ひ
と
つ
に
て
、
夜
も
す
が
ら
評
定
合
点
侍
り
し
か
ば
、
真
観

物
を
へ
だ
て
ヽ
き
ヽ
侍
り
き
。
む
す
め
三
人
席
司
院
帥
‥。「
困
国
困
超
回
司
・九

歳
と
て
侍
り
し
は
中
納
言
典
侍
敷
妹

一
人
同
院
按
察
、
お
の
ノ
ヽ
点
あ
ま
た
侍
り

し
か
ば
、　
一
族
道
に
ほ
こ
り
に
き
。

（７
）
「八
代
抄
劇
遡
四
翻
Ｊ
♂

（「日
本
歌
学
大
系
』
五
　
風
間
書
房
　
昭
３２
）

（８
）冬
き
て
も
を
花
か
も
と
の
く
さ
は
な
を
か
れ
て
や
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
み
る
ら

む

（従
二
位
家
隆
）

（９
）
（文
永
三
年
七
月
九
日
）
関
東
飛
脚
到
来
糟
星
二
郎
合
日
入
道
団
劉
側
調
測
到

云
々
。
傷
将
軍
奉
出
越
後
入
道
時
盛
宅
奉
守
護
。
急
可
有
上
洛
云
々
。
翁
外

記
日
記
」
「続
史
籍
集
覧
』

一　
臨
川
書
店
　
昭
“
）

宮
は
御
上
あ
る
に
も
、
一日
則
剛
硼
利
ｑ
園
呵
ｑ
ゴ
倒
側
例
劇
剛
劉
馴
測
倒
Ч

翁
五
代
帝
王
物
語
」
「六
代
勝
事
記
・五
代
帝
王
物
語
〓
二
弥
井
書
店
　
平
１２
）

の
他
、
ヨ
ロ妻
鏡
』
『増
鏡
」
等
に
詳
し
い
。

（Ю
）
樋
口
芳
麻
呂

「
中
書
王
御
詠
』
考
」
η
中
世
和
歌
と
そ
の
周
辺
』
笠
間
書

院
　
昭
５５
）
に
て
、
三
三
九
歌
は

「新
古
今
集
』
一
六
九
〇
、
三
四
〇
歌
は

「続
古
今
集
』
六
九
〇
、
三
四
一
歌
は

「新
古
今
集
』
〓
ハ
九

一
に
依
拠
す
る

と
の
指
摘
が
あ
る
。
三
四
二
歌
は

「な
が
れ
木
と
た
つ
し
ら
な
み
と
や
く
し

ほ
と
い
づ
れ
か
か
ら
き
わ
た
つ
み
の
そ
こ
」
貧
新
古
今
集
』
一
七
〇
一
）
に

依
拠
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（Ｈ
）
失
脚
後
に
詠
ま
れ
た
と
判
別
で
き
る

「中
書
王
御
詠
』
及
び

「竹
風
和

歌
抄
』
（巻

一
・
三
）
の
詠
歌
の
う
ち
、
「無
き
名
」
を
詠
じ
た
も
の
は
八
首

η
中
書
王
御
詠
』
二
五
二
・
三
三
八
、
「竹
風
和
歌
抄
』
一
六
三
・
一
七
七

・

二
一
二
・
三
二
二
・
五
四
九

・
五
九
二
）、
「あ
や
ま
た
ぬ
身
」
を
詠
じ
た
も

の
は
五
首

貧
中
書
王
御
詠
』
二
九
四
上
二
四
五
、
「竹
風
和
歌
抄
』
一
七
八
・
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二
五
六

・
二
七
二
）
存
す
る
。

（‐２
）
と
し
を
へ
て
又
お
ひ
見
け
る
ち
き
り
を
も
む
す
ひ
や
を
き
し
い
は
し
ろ
の

松

（入
道
前
太
政
大
臣
）

（‐３
）
　

熊
野
に
ま
い
ら
せ
た
ま
う
け
る
と
き

い
は
に
む
す
こ
け
ふ
み
な
ら
す
み
く
ま
の
ヽ

（‐４
）
右
大
弁
光
俊
朝
臣
法
名
真
観
寛
喜
・貞
永
の
比
よ
り
、
・ヽ′‐到
ョ
鰍
硼
刺
倒
ｕ
ｑ

剖
測
ｄ
矧
測
矧
悧
冽
Ｗ

（後
略
）

（‐５
）
一
日
、
（中
略
）
午
時
許
法
眼
来
、
一
日
比
注
送
丹
首
題
内
、
十
五
首
撰
出
、

釧
利
劇
刊
剖
冽
側
鋼
剖
劃
珊
「
潤
釧
劃
邸
硼
翻
馴
羽
ｄ
、
（中
略
工
刷
バ
刻
週
刈

例
瑠
制
刻
何
ゞ
答
云
、
彼
御
辺
不
参
来
人
也
、
若
自
然
事
歎
、
即
退
帰

（後

略
）

引
用
は
、
「明
月
記
」
（国
書
刊
行
会
　
昭
“
）
に
拠
る
。

（‐６
）
引
用
は
、
「日
本
歌
学
大
系
』
四

（風
問
書
房
　
昭
３‐
）
に
拠
る
。

（‐７
）
久
保
田
淳
「訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集
（下
と

（河
出
書
房
新
社
　
昭
６‐
）
の

解
説
及
び
久
保
田
淳

『藤
原
定
家
」
（筑
摩
書
房
　
平
６
）

（‐８
Ｘ
承
久
二
年
八
月
十
五
日
）
今
夜
詩
歌
会
也
。
（中
略
）
剣
刻
卿
回
ｑ
引
Ｎ

の
例
Ｊ
劃
型
馴
創
「
「
国
Ｊ
副
馴
淵
判
如
此
事
深
咎
も
中
々
欺
。
如
何
。
（後

略
）

（承
久
三
年
十
二
日
）
入
夜
有
和
歌
会
。
（中
略
Ｙ
２
硼
劉
コ
裂
四
州
∃
辺
Л
封

鋼
酬
謝
調
利
州
１
例
暫
洲
副
１
列
劃
到
利
遡
鯛
「
刊
引
潤
訓
【
可
倒
劇
劇
利

側
１
側
【
∃
１
月
期
国
測
刻
刷
剖
釧
回
ぐ
引
Ｎ
Ｉこｌ
ｄ
劃
冽
赳
明
ｕ
割
Ｕ
ｌ
例

超
飼
翻
鋼
捕
制
調
電
劇
劉
謝
ヨ
【
召
醐
「
刹
創
劉
コ
Ч

引
用
は
、
「順
徳
院
御
記
」
「史
料
大
成
　
歴
代
農
記
』
（臨
川
書
店
　
昭
３０
）

に
拠
る
。

（‐９
Ｘ
承
久
二
年
二
月
十
三
日
）
（前
略
）
題
ハ
春
山
月
、
野
外
柳
。
劇
個
網
列

週
辺
訓
「
赳
刻
週
園
調
劃
珊
期
「
刹
列
【
則
劇
剤
１
【
田
測
ｄ
ｌ
剰
測
訓
週

期
調
引
創
。
”
講
了
。

（２０
）
久
保
田
淳

「手
鑑
の
複
製
本
か
ら
」
η
和
歌
史
研
究
会
会
報
」
六
九
）

（２‐
）
安
井
久
善

「藤
原
光
俊
の
研
究
』
（笠
間
書
院
　
昭
４８
）

（２２
）
安
田
徳
子

「続
古
今
和
歌
集
の
一
性
格
―
そ
の
政
教
性
を
め
ぐ
っ
て
―
」

０
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
五
　
昭
５８
・
Ｈ
）

（２３
）
「今
は
身
の
よ
そ
に
開
く
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
む
か
し
は
あ
る
じ
鎌
倉
の
里
」

η
竹
風
和
歌
抄
』
一
〇
六
）、
「と
ほ
か
ら
ぬ
我
が
む
か
し
の
み
恋
し
き
に
み

し
よ
に
に
ほ
へ
軒
の
た
ち
花
」
（同
三
二
四
）
、
「雁
が
ね
の
春
の
な
ら
ひ
も
有

る
も
の
を
な
ど
て
か
へ
ら
ぬ
昔
な
る
ら
ん
」
（同
五
八
五
）
等
。

（付
記
）
本
稿
に
お
け
る
和
歌
本
文
及
び
歌
番
号
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り

「新

編
国
歌
大
観
」
に
拠
る
。

（
い
の
も
と

。
ま
ゆ
み
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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別
表

一　

切

一
覧
の
分
類

1 1 l 9 8 6 4 2 1

六条切 (秋 )

光
厳
院

伝

莉

筆

者

個
人
蔵
手
錯

『
兎
玉
集
』

メ
ア
リ
＆
ジ
ャ
ク
ソ
ン

・
パ
ー
ク
財
団
蔵
手
鑑

『藻
鏡
』

１５

第
２
回
趣
味

の
茶
掛
展
９

個
人
蔵
手
鑑

『も
し
の
関
』
貧
古
筆
学
大
成
』

２５

‐
数
）

個
人
蔵
手
鑑

（『古
筆
学
大
成
』
２５

‐
数
）

個
人
蔵
手
鑑

（『古
筆
学
大
成
』
２５

‐
剛
）

日
本
学
士
院
蔵
手
鑑

『群
鳥
跡
』
η
古
筆
学
大
成
』
２５

‐
熾
）

東
京
国
立
博
物
館
蔵
手
鑑

『桃
花
水
』
含
古
筆
学
大
成
』
２５

Ｈ
）

一
日

本

Ｃ

ｔ

書

・
世

界

Ｃ

古

壱

」

属

　

ハ

沐

書

店

属

赤

古

筆

手

館

催
ス
蔵
手
館

」
■
筆
樫
』

仁
古
筆
学
ス
成
』

２

，
剛
）

」
古
筆
学
ス
成

ま
』
補
遣

１４‐

個
人
蔵
手
鑑

（『
古
筆
学
大
成
』

曖

）

藤

田

美

術

鍵

蔵

手

鐘

『
野

草

芳

』

害
古

筆

学

大

成

』

肥

釈

文

３

）

西

円
寺
蔵
手
鑑

『古
手
鑑
』
貧
古
筆
学
大
成

２５

，

個

人
蔵
手
鑑

『碧
玉
』
貧
古
筆
学
大
成
』

Ы
）

岩
匡

・
吉
川
家
蔵
手
鑑

『
輸
墨
帖
』

岡
山
美
術
館
蔵
手
鑑

『世
々
の
友
』

循
川
黎
明
会
蔵
手
鑑

『
古
筆
衆
成
』

Ｍ

根
津
美
術
館
蔵
手
鑑

『
文
彩
帖
』
６

Ｍ

Ｏ

Ａ
美
術
館
蔵
手
鑑

『翰
墨
城
』

所
属

。
所
収
手
鑑
等

体

曇

ｏ
寸

湛

不

リ

無

地

・
寸

湛

不

リ

料
紙

・
寸
法
不
明

無
地
の
斐
紙

・
寸
法
不
明

（南
北

藍
内
曇
斐
紙

・
寸
法
不
明

（南
北
）

藍
広
曇
斐
紙

・
寸
湛
不
明

ハ南
北
）

建

体

墨

裂

細

・
可

浮

不

り

津́

北

ヽ

藍
内
曇
斐
紙

・
寸
法
不
明

（南
北
）

紫
内
曇
斐
紙

・
寸
法
不
明

（南
北
）

無
地
斐
紙

理罹
Ｎ
卜
・Ｏ
Ｘ
性惧
Ｈ
卜
・０
　
（需
田
十
”）

利
紙

・
寸
法
不
明

（南
北
）

無
地
斐
紙

・
寸
法
不
明

（南
北
）

料
紙

・
寸
法
不
明

（南
北
）

藍
内
曇
斐
紙

。
寸
法
不
明

（南
北
）

紫
内
曇
斐
紙

。
寸
法
不
明

（南
北
）

無
地
斐
紙

・
縮

Ｎ
卜
・卜
ｘ
横

ヽ
あ

（南
北
）

菰州
“投
墨薫
堕
利
・
一統
佃
Ｎ
卜
・∞
Ｘ
選
「
い
ヽ
・ヽ
　
ハ蓋
田
手
“
）

藍
広
曇
斐
紙

・
縮

Ｎ
∞
・Φ
×
横

〓
あ

（南
北
）

毒
Ｌ
決
雷
燿
皐
支
幻
科
・
一縮
租
い
ヽ
・Ｏ
Ｘ
饉
”
い
０
・Φ
　
（湯
用
十
）̈

藍
内
曇
斐
紙

・
縦

Ｎ
・ω
ｘ
横

３
■

（鎌
倉
）

料
紙

。
寸
法

（単
位

珈
）
・
書
写
年
代
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1

兵庫切 天龍寺切 六条切 春 。夏

明

融

飛

鳥

井

雅

有

後
光
厳
院

後

伊

見

院

光
明
院

沐

調

公

痣
光
厳
院

個
人
蔵
手
鑑

（『古
筆
学
大
成
』

１６

‐
剛
）

白
鶴
美
術
館
蔵
手
鑑

”

五
島
美
術
館
蔵
大
手
鑑

『筆
陣
奎
戦
』

陽
明
文
庫
蔵

『大
手
鑑
』

Ｚ

出
光
美
術
館
蔵
手
鑑

『
見
ぬ
世
の
友
』

”

メ
ア
リ
＆
ジ

ャ
ク
ソ
ン

・
バ
ー
ク
財
団
蔵
手
鑑

『
藻
鎖
』

Ｈ

久
曽
神
昇

『私
撰
集
残
簡
集
成
』

５３

久
曽
神
昇

『私
撰
集
残
簡
集
成
』
５２

個
人
蔵
手
鑑

（『古
筆
学
大
成
』
２５

‐
豪
）

東
京
国
立
博
物
館
蔵
手
鑑

『桃
花
水
』
貧
古
筆
学
大
成
』
２５

‐
Ⅱ
）

出

光

美

術

饉

蔵

手

館

“
見

ぬ

世

Ｃ

友

』

２

京
都
国
立
博
物
館
蔵
手
鑑

『藻
塩
草
』

％

個
人
蔵
手
鑑

（『古
筆
学
大
成
』
ｎ

，
翔
）

徳
川
黎
明
会
蔵
手
鑑

『
蓬
左
』

開

久
曽
神
昇

『
私
撰
集
残
簡
集
成
』

”

長

谷

青

豊

Ｌ

文

庫

蔵

手

銘

『
第

5
回
大
丸
古
書
大
即
売
展
目
録
』

８０

（昭

４５

ｎ

）

高
城
弘

一
氏
蔵
手
鑑

『
斡
園
百
華
』

『
第

２０
回
丸
善
特
選
古
書
目
録
』

‐７‐

（平
７

・
■
）

季
刊
墨
ス
ペ
シ
ャ
ル
７

『
写
経
そ
の
書
と
こ
こ
ろ
』
掲
載
広
告

個
人
蔵
手
鑑

『歌
海
』
Ｇ
古
筆
学
大
成
』

２５

，
剛
）

『
尾

州

佐

野

弥

高

亭

所

蔵

湿

ス

札

目

銅

』

四

ハ
曜

４

・
６

ヽ

藤
井
隆
氏
蔵
歌
集
切

Ｇ
愛
知
大
学
国
文
学
』

一
七
）
（昭

５２

・
３

京
都
国
立
糟
物
館
蔵
手
鋸

『
課
塩
草
』

２

須
磨
寺
塔
頭
正
覚
院
蔵
手
鑑

『古
筆
貼
交
屏
風
』

４６

出
光
美
術
館
蔵
手
鑑

『
見
ぬ
世

の
友
』

％

徳
川
美
術
館
蔵
手
鑑

『
鳳
鳳
菫
』

“

体

曇

斐

細

。
「

湛

不

り

´
釧

追

後

丼

～

室

町

初

丼

ヽ

紫
内
曇
斐
紙

・
縦

Ｎ
卜
・一
ｘ
横

８
卜

（鎌
倉
）

藍
内
曇
斐
紙

・
寸
法
不
明

（南
北
）

無
地
斐
紙

。
縦

Ｎ
卜
・一
ｘ
横

８
■

（南
北
）

紫
内
曇
斐
紙

。
縦
Ｎ
卜
・一
ｘ
横

讚
あ

（南
北
）

内

曇

・
寸

法

不

明

｛ｎ
昼署
・
一路
“
Ｎ
卜
・卜
×
越
い
い
●
・∞

拉恭
鶉川
・
縮̈
“
ヽ
卜
・ヽ
Ｘ
担憫
Ｈ
∞
・０

無
地
斐
紙

。
寸
法
不
明

（南
北
）

内
曇
斐
紙

。
縦

Ｎ
Ｏ
・ｏ
ｘ
横

Ｈ卜
あ

（南
北
）

雁
皮
紙
無
地
薄
紙

・
縮

Ｎ

・Φ
×
横

〓
ヽ

ハ南
北
）

紫
内
曇
斐
紙

・
縦

ヽ
卜
・い
ｘ
横

〓
ヽ

ハ南
北
）

一曜
ず
い
ヨ
「

・
一翻
椰
Ｎ
卜

・Ｏ
Ｘ
理
り

い
０

・〇
　
ハ
４
圧
ｍ
「
ヽ

紫
広

曇
斐

細

・
縮

い
０
・゙
ｘ
８

あ

南́

北

ヽ

生
ハ
仙
型

ｏ
一翻
憫
Ｎ
卜

・∞
Ｘ
選
Ｔ

Ｈ
●

・〇

無

地

。
寸

法

不

明

料
紙

。
寸
法
不
明

料

細

・
寸

湛

不

リ

内
曇
斐
紙

。
縦
Ｎ
・Ｏ
ｘ
横

８
６

（南
北
）

藍
内
曇
及
び
無
地
斐
紙

。
縦

゛
∞
・一
ｘ
横

い
０
６

（南
北
～
室
町
）

藍
内
曇
斐
紙

。
縦
Ｎ
・Φ
ｘ
横

８
も

（南
北
）

雲
紙

・
寸
法
不
明

青
雲
紙
を
横
に
使
用

。
縦

ヽ
∞
・い
ｘ
横

蜃
“

藍
内
曇
斐
紙

・
縦

い
０
・Ｎ
ｘ
横

〓
ｂ

（南
北
）

紫
広

曇
斐

細

・
縮

Ｎ
卜
・い
×
慇

〓

‘

ハ南

北

ヽ

藍
内
曇
斐
紙

・
縦

Ｎ
卜
・Ｏ
ｘ
横

蜃
も

（南
北
）

紫
内
曇
斐
紙

・
縦
ヽ
卜
・∞
×
横

〓
も

（南
北
）



別
表
二
　
詠
歌

一
覧

六
条
切

（秋
）

09
-3

09
-2

)8
‐3

■

・
２

澪

・
１

06
‐2

)6
‐

1

万

・
３

ｂ

２
〕5
‐

1

И

２

M )3
-3

〕3
‐2

)3
‐

1

０２

¨
３

２

〕
２

２

・
１

01
-3

)1
-1

冒

号

真

昭

法

師

法
橋
顕
昭

法

印

実

レ

平

攻

け

調

三

太

納

言

邑

具

院

御

製

参
議
雅
経

皇
大
后
官
大
夫
俊
成

藤

原

基

政

権
大
納
言
忠
信

前

中

継

言

定

家

後

鳥

羽

院

御

製

平
親
清
女

後

京

極

瞑

政

前

太

政

大

臣

惟
明
親
王

後
鳥
羽
院
御
製

従
二
位
家
隆

断

曽

読

者

名

表

証

不

月
新
古
今
集
二
九
六

・
新
時
代
不
同
歌
合

一
〇
〇

新
三
井
集

一
七

一

不

月
続
古
今
集
二
九
九

不

月

新
古
今
集
二
九
四

。
新
時
代
不
同
歌
合
人
二

新
後
撰
集
三

一
二
・
雲
葉
集
四
七
三

続
古
今
集
四
四
人

新
古
今
集
五
二
七

秋
風
抄

一
〇

一

不

明
続
古
今
集

一
五
九
二

拾
遺
愚
草
六
六

一
・
玉
葉
集
六
九
六

後
鳥
羽
院
御
集

一
四
六
人

不

月

如
願
法
師
集
五
四

新
古
今
集
四
四
四

新
古
今
集
四
四
二
。
新
時
代
不
同
歌
合
二
三

千
載
集

一五

後
鳥
羽
院
自
歌
合

一
二

御
室
五
十
首
五
七
四

不
明

主
た
る
他
出

（勅
撰
集

・
反
御
子
左
家
派
歌
集
を
中
心
に
）

詞
書

・
詠
者
名
の
み

（実
伊
）
和
歌
の
み

詞
書

・
詠
者
名
の
み

弘
長
元
年
九
月
宗
尊
親
王
家
百
首

和
歌

の
み

（後
嵯
峨
院
）
建
長
三
年
九
月
十
三
夜
影
供
歌
合

治
承
二
年
七
月
右
大
臣
家
百
首

和

歌

の

み

建
久
元
年
九
月
十
三
夜
花
月
百
首

建
暦
二
年
十
二
月
廿
首
御
会

如
顧
）
和
歌
下
旬

の
み

（良
経
）
建
久
二
年
間
十
二
月
十
題
百
首

正
治
二
年
院
初
度
百
首

（寂
蓮
）
和
歌
の
み

和
歌
の
み

備
考
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18
‐2

1〔

‐ 1

l 15
‐3

‐５

・
２

15
‐

1

‐４
４

14
‐3

14
‐2

14
‐ 1

13
‐ 1

‐２

・
３

‐２

・
２

12
-1

1

1

Ю

２
10
-1

頃

徳

塊

御

製

正
三
位
知
家

後
土
御
門
前
内
大
臣

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣

新
院
少
将
内
侍

七

条

塊

大

納

言

土
御
門
院
小
宰
相

徳
大
寺
入
道
前
太
政
大
臣
女

権
大
納
言
顕
朝

院
御
製

後

京

腫

願

激

前

太

政

大

臣

平
政
村
朝
臣

前
中
納
言
定
家

式
子
内
親
王

前
内
大
臣

院

御

製

後
京
極
摂
政
太
政
大
臣

従
二
位
家
隆

自
今
集
王
Ｃ
六

。
私
風
抄

一
一
八

・
釈
風
集
四

一
二

・
奎

未
エハ
エハ
一二

壊
玉
和
歌
集
二
五
七

不
明

続
古
今
集
五
二
九

不

明

不

明
玄
玉
集
一ハ
人
人

続
後
撰
集
三
四
六

に
例
一
ロ
ヘ
「
“
宋
ｍ
］
（
）
一
一

新
古
今
集
四
〇
〇

不
明

不
明

不

明
続
後
撰
集
三
〇
三

続
古
今
集
三
人
三

新

勅

屡

集

二

五

二

不

明
拾
遺
愚
草
三
二
四
二

拾
遺
愚
草

一二
四

石
問
集
六
七

。
二

一
五

新
古
今
集
三
二

一

不

明
秋
風
集
二
二
七

・
新
後
撰
集
二
五
二

・
雲
葉
集
二
九
〇

千
五
百
番
歌
合

一
〇
人
三

続
古
今
集
〓
一〇

一
・
雲
葉
集
六
人
人

万
代
集
八
九
〇

。
新
後
撰
集
二
七
六

（実
氏
）
寛
喜
二
年
洞
院
摂
政
家
百
首

＊
未
見

（宗
尊
親
王
）
和
歌
の
み

＊
未
見

詞
書
の
み

文
永
二
年
九
月
十
二
夜
亀
山
殿
五
百
首
歌
合

建
保
四

年
二
百
首
和
歌

詠
者
名

・
和
歌
の
み

源

定

通
）
正
治
二
年
人
月
歌
合

（良
経
）
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌

（後
深
草
院
少
将
内
侍
）
建
長
三
年
九
月
十
三
夜
影
供
歌
合

き

二
私
匿
院

月
後
ヽ
本
議

の
み

‐一元
年

八
月
十

五
夜

晨
歌
合

詠
者
名
の
み

（徳
大
寺
実
基
女
）

弘
長
元
年
九
月
宗
尊
親
王
家
百
首

（後
嵯
峨
院
）
和
歌
下
旬

の
み

篠́
曜

椰
陽
ヽ

諦
壱

ｏ
議
嗜

４

・
薫
翻
土
右

α
ろ

文
永

二
年

人
月
十

五
夜

歌
合

（良

窪

）

（定
家
）
建
保
三
年
七
夕
内
裏
七
首

＊
未
見

建
保
三
年
七
夕
内
裏
七
首

＊
未
見

（道
玄
）
和
歌
下
旬
の
み

＊
未
見

詠
者

名

和
歌
上
旬
の
み

（基
家
？
）

（後
嵯
一

（良
経
）
詞
書

・
詠
者
名
の
み

＊
該
当
歌

建
保
二
年
水
無
瀬
殿
秋
十
首

（弁
内
侍
）
寛
元
三
年
九
月
道
家
家
秋
二
十
首

―-74-―



Ю

・
２

1`
‐ 1

‐８
４

‐８

・
３

従
三
位
行
能

院
御
製

前
中
納
言
定
家

不
明

秋
風
抄

一
二
六

・
秋
風
集
四
三
二

続
後
撰
集
四
二
〇

続
後
撰
集
四

一
人

・
万
代
集

一
二
一
〇

拾
遺
愚
草
七
〇
〇

続
古
今
集
五
〇
八

・
万
代
集

一
一
九
〇

・
雲
葉
集
七

一
六

続
古
今
集
五
〇
七

詞
書
の
み

自´
罠参

一院

）

護

書

・
詠

者

名

の

み

・Ｌ

目

寺

欧

舒

＊
該
当
歌

（定
家
）
建
保
五
年
四
月
十
四
日
庚
申
五
首

建
久
元
年
九
月
十
二
夜
花
月
百
首

（為

家
）
寛
喜

二
年
洞
院
摂
政
家
百
首

＊
未
見

（宗
尊
親
王
）

＊
未
見

六
条
切

（春

・
夏
）

６

１

２５

・
５

２５
４

ω
¨
３ l

２４

〕
２

２３
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２
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後

鳥

羽

院

卸

製

士

御

「

院

御

製

後

鳥

羽

院

卸

製

式
子
内
親
王

平

自

時

青
「
腱
伯
■
¨
士
タ

源
仲
業

中

携

困

宗

尊

膀

王

西
行
法
師

禅
空
上
人

前
中
納
言
定
家

従
二
位
家
隆

入
道
前
太
政
大
臣

頂

簡

院

御

製

続
古
今
集

一
四

・
雲
葉
集

一
二

千
載
集
七
六

不
明

後
鳥
羽
院
御
集
七

一
三

・
雲
葉
集
三
二
五

新
古
今
集

二
四
〇

続
後
拾
遺
集

一
人
九

不

月
不
明

続
拾
遺
集

一
人
○

不

明
新
古
今
集

一
二
六

不
明

拾
遺
愚
草
二
七
四
六

続
古
今
集
人
○

集́

一
二

・
三
十
六
人
大
歌
合
二

一
。
新
時
代
不
同
謙

二

一

紫
禁
和
歌
集
人
六

（俊
成
）

＊
未
見

詠
者
名
の
み

正
治
二
年
院
初
度
百
首

（実
伊
）
和
歌
の
み

詞
書

・
詠
者
名
の
み

詠
者
名

。
和
歌
の
み

承
久
二
年
二
月
十
二
日
内
裏
二
首

寛
喜
元
年
為
家
卿
家
百
首

（実
氏
）
建
長
三
年
間
九
月
吹
田
行
幸
十
首

建
暦
二
年
五

月

十

一
日
詩
歌
合
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民
部
卿
為
家

院
御
製

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣

院

御

製

従
二
位
家
隆

士

御

門

院

御

製

院

御

製

士

御

「

院

小

率

旧

前
内
大
臣

入
道
前
太
政
大
臣

院

御

製

野
宮
左
大
臣

続
拾
遺
集
四
七
八

・
為
家
集
三
〇

続
拾
遺
集
四
七
七

・
雲
葉
集
五
七

不

明
石

間
集

一
三
〇

・
四
二
五

続
古
今
集
人
四

。
万
代
集

一
人
三

続
後
撰
集

一
人

・
万
代
集
人
人

新
古
今
集

一
人

続
後
撰
集
八

不
明

続
後
拾
遺
集

一
三
七

続
古
今
集
七
七

・
秋
風
集
五
七
他

六
華
集
二
〇

続
拾
遺
集
九
六

秋
篠

月
清
集
六

続
古
今
集
九

一
。
雲
葉
集

一
〇
五

続
拾
遺
集
四
九
人

・
石
問
集

一
三
二

続
後
撰
集
九
二

・
万
代
集
三

一
七

新
古
今
集

一
〇

一

秋
風
集
七
二

続
古
今
集

一
〇
〇

玉

葉
集
三

一
・
万
代
集
人

一

文

永

年
七
月
七
日
白
川
殿
七
百
首

（後
嵯
峨
院
）
宝
治
二
年
宝
治
百
首
　
詠
者
名

・
和
歌
の
み

（良
経
？
）
詞
書

・
詠
者
名
の
み

（後
嵯
峨
院
）

寛

喜

元

年

為

家

卿

家

百

首

建
保
四
年
土
御
門
院
百
首

（後
鳥
羽
院
）
建
仁
二
年
二
月
十
日
影
供
御
歌
合

（後
鳥
羽
院
）
和
歌
の
み

詞
書

の
み

（後
嵯
峨
院
）
宝
治
二
年
宝
治
百
首

詠
者
名

・
和
歌
の
み

鷹
司
院

＊
未
見

´
役

オ

ヽ

，

分

匹

奪

オ

験

課

題

袷

和
歌
上
旬
の
み

＊
未
見

（良
経
）

＊
未
見

（順
徳
院
）
建
保
七
年
二
月
十

一
日
歌
合

和
歌

の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
未
見

（基
家
）
宝
治
二
年
宝
治
百
首

＊
未
見

（実
氏
）
宝
治
二
年
宝
治
百
首

＊
未
見

（式
子
内
親
王
）
和
歌

の
み

＊
未
見

（後
嵯
峨
院
）

（後
嵯
峨
院
）

（公
継
）
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納
言
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典

侍

二
條
院
讃
岐

今
上
御
製

後

鳥

羽

浣

御

製

前
権
僧
正
澄
覚

土
御
門
内
大
臣

後
鳥
羽
院
御
製

従
二
位
家
隆

拾
遺
愚
草
二
〇
九

一

新
古
今
集
六
人
四

順
徳
院
百
首
七
〇

不

明

不

明

不

明

不
明

拾
遺
愚
草
二
〇
七
二

続
千
載
集
六
四
五

不
明

不
明

不
明

続
古
今
集
六
二
人

ヒ石
h顧

四
Ｃ

。
一
六
六

。
四
Ｃ
二

。
四
三

一
。
新
後
拾
遺
生

新
古
今
集

一
五
七
八

・
新
時
代
不
同
歌
合
二
三
四

続
古
今
集
五
九
九

・
秋
風
集
四
九
七

・
雲
葉
集
七
七
七

壬

一
一集

一
二

一
三

・
二
七
人
九

拾
遺
愚
草
員
外
五
七
人

署

・

喜
元

卸4
へC

＊
該
当
歓

へ
頂

應

院

）

印

歌

の

み

和
歌
の
み

建

仁
元
年
伊
勢
太
神
宮
勧
進
百
首
　
詞
書
の
み

7G
仁

一年
二
月
二
十
九
日
権
大
納
言
家
二
十
首

（為
家
）
文
永
二
年
七
月
七
日
白
川
殿
七
百
首
　
和
歌
の
み

詞
書

・
詠
者
名
の
み

（亀
山
天
皇
？
）

建
保
四
年
二
月
御
百
首

源
通
親
）
正
治
二
年
院
御
百
首

詞
書

・
詠
者
の
み

＊
該
当
歌

承
久
二
年
秋
　
四
季
題
百
首

（定
家
）
承
久
二
年
秋
　
四
季
題
百
首
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後
鳥
羽
院
御
製

入
道
前
太
政
大
臣

前
内
大
臣

関
自
前
左
大
臣

前
関
白
左
大
臣

関
自
前
左
大
臣

入
道
前
太
政
大
臣

侍
従
伊
成

不

明

新
古
今
集

一
人
五
三

新
古
今
集

一
九
〇
七

後
鳥
羽
院
御
集

一
〇
九
七

続
後
撰
集
五
六
三

不
明

続
古
今
集

一
人
〇

一
。
秋
風
集

一
三
二
五

続
古
今
集

一
人
○
○

不

明

不

明

新
後
民
集
七
三
三

不
明

続
古
今
集

一
七
人
四

万
代
集
三
七
四
九

詞
書
の
み

（菅
原
道
真
）

（後
鳥
羽
院
）
詞
書

・
和
歌
上
旬
の
み

（実
氏
）
詠
者
名

。
和
歌
の
み

（基
家
？
）

＊
未
見

実
経

＊
未
見

（後
嵯
峨
院
）
和
歌
の
み

＊
未
見

詞
書
の
み

（良
実
？
）

（資
宣
）

（実
経

？
）

実
氏
）
弘
長
元
年
百
首
か
？

兵
庫
切

（雑

。
神
祇
）

別
表
三
　
歌
人
別
詠
歌
数
分
布

寂
蓮

顕

昭
西
行

俊
成

菅
原
道
真

詠
者
名

1 1 1

六
条
切

（秋
）

1 1

春六
・条
夏切

天
龍
寺
切

（冬
）

1

雑兵

嚢易
1 1 1 1 計

良
経

定
家

家

隆

源
通
親

式
子
内
親
王

二
條
院
讃
岐

宜
秋
門
院
丹
後

5 1 1

1 2

3 1 1

9 1 1 1
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北
条
政
村

基
家

徳
大
寺
実
基
女

七
条
院
大
納
言

土
御
門
院
小
宰
相

平
親
清
女

弁
内
侍

曾

省

容

真
昭

為

家

順
徳
院

土
御
門
院

実
氏

源
定
通

坊
門
忠
信

如
願

知
家

後
鳥
羽
院

行
能

惟
明
親
王

公
継

源
通
具

雅

経

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 l 1 4 1

1 1 1

l

3 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1

計
５６
人

不
明

亀
山
院

宗

尊

親

王

北
条
宣
時

道

玄
伊
成

関
白
家
民
部
卿

承
明
門
院
兵
衛
督

中
納
言
内
侍

源
仲
業

高
階
宗
成

日
野
資
宣

実
経

行

家

後
嵯
峨
院

鷹
司
院

澄
覚

良
実

後
藤
基
政

顕

朝
実
伊

禅
空

5 1 5 1 1

l 1 1 1 1 1 5 1 1 1

1 1 1 1 1

l 1 1 1

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1
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